
各
種
ご
宴
席

承
り
ま
す

ホームページ

未

土岐商工会議所はあなたのパートナーです。お気軽にご相談ください。
来所の際は、事前にご予約をお願いします。

　
10
月
24
日（
土
）、
25
日（
日
）第

3
回
つ
な
が
る
秋
の
陶
器
祭
「
う

つ
わ
さ
が
し
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
「
美

濃
焼
の
町
土
岐
市
」の「
一
体
感
の

醸
成
」を
目
的
と
し
て「
織
部
ヒ
ル

ズ
陶
器
市
」「
美
濃
焼
伝
統
工
芸
品

ま
つ
り
」「
下
石
ど
え
ら
あ
え
え
陶

器
祭
り
」「
駄
知
ど
ん
ぶ
り
ま
つ

り
」
の
４
会
場
を
メ
イ
ン
に
開
催

し
て
お
り
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

皆
さ
ま
に
来
場
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
土
岐
市
役
所
会
場
で
は
下
記
の

各
会
場
や
土
岐
市
内
名
所
の
紹
介

や「
う
つ
わ
さ
が
し
マ
ル
シ
ェ
」を

開
催
。今
年
は
戦
国
武
将
隊
な
ど

が
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
「
と
き

楽
市
楽
座
」
も
同
時
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
今
年
も
各
会
場
を
つ
な

ぐ
無
料
の
周
遊
バ
ス
も
運
行
し
ま

す
。こ
の
機
会
に
是
非
、各
会
場
へ

素
敵
な
「
う
つ

わ
さ
が
し
」
に

お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　うつわや暮らしを豊かにするクラフ
ト・雑貨が、40店舗出店。今年はワー
クショップが充実し、多彩なものづくり
体験ができます。

織部ヒルズ陶器市

時　間 : 9時～17時（25日は16時まで）
問合せ : 織部ヒルズ陶器市実行委員会
　　　　☎55-1322

　町内を散策しながらまわる窯元めぐり
や、とっくりグラウンドでは、もろ板陶器
市やイベントを実施。スタンプを集めると
プレゼントがもらえるビンゴもあります。

下石どえらあええ陶器祭り

時　間 : ９時～17時
　　　　（25日は16時まで）
問合せ : 下石どえらあええ陶器祭り実行委員会
　　　　☎57-6101

　美濃焼伝統産業会館では、一献三菜
展などの企画展や伝統工芸土の製作実
演を実施。陶芸村では、各窯元が趣向を
凝らして展示販売を行います。

第40回美濃焼伝統工芸品まつり

時　間 : ９時～16時
問合せ : 土岐市美濃焼伝統工芸品まつり実行委員会
　　　　☎55-5527

　東美濃の栗きんとん栗菓子が大集結。
キッチンカーも出店し、ステージイベント
やお楽しみ抽選会もあります。

時　間 : 24日　11時～17時
　　　　25日　10時～16時
問合せ : もとてらす東美濃
　　　　☎55-1123

　町内の窯元、商社による窯元蔵出しめ
ぐりのほか、南山公園では雑貨・食品な
どのフリーマーケットや、窯やの味わい広
場も開催します。

駄知どんぶりまつり 2026

　戦国武将隊やコーラス等によるステージイベン
トや箸置き作り、ダンボールかぶとづくりなど多数
のイベントが実施されます。25日には美濃焼の野
点も楽しめます。（要予約）

とき楽市楽座

時　間 : 10時～17時（25日は16時まで）
問合せ : 土岐市観光協会
　　　　☎54-1111

　土岐市役所前駐車場で、陶器の販売やキッチンカ
ーが約30店舗出店します。各会場のイベント情報や、
土岐市内の名所を紹介する案内所も設置します。周遊
バスの北・南ルートにご乗車いただけます。

うつわさがしマルシェ

時　間 : 10時～17時（25日は16時まで）
　　　　※ 観光案内所は9時～
問合せ : 土岐商工会議所　☎54-1131

時　間 : ９時～17時
　　　　（25日は16時まで）
問合せ : だち窯やネット事務局
　　　　☎59-4188

　粘土遊びや銅版紙貼り、まが玉作り
体験など、楽しいやきもの体験が盛り
沢山。（まが玉作り等の体験イベントに
ついては各日９時～整理券を配布しま
す。）

セラテクノ土岐 オープンラボ

時　間 : ９時～16時
問合せ : 土岐市立陶磁器試験場
　　　　☎59-8312

　美濃焼の販売はもちろん、ミカン詰め
放題や、特別ライブ、ハロウィン絵付体験
を実施。五平餅や焼き栗などの屋台出
店もあります。

道の駅どんぶり会館祭り

時　間 : ９時～17時
　　　　（25日は16時まで）
問合せ : とき窯元共販協同組合
　　　　☎59-5611

もとてらす東美濃5周年記念
秋の栗きんとん栗菓子祭り

日
本
一
の
美
濃
焼
生
産
地「
土
岐
市
」を
一つ
に
！

つ
な
が
る
秋
の
陶
器
祭 ﹁
うつ
わ
さ
が
し
﹂

美濃焼の価値を
　　未来へつなぐ窯元

美濃文山窯
伊藤  公一
土岐市下石町阿庄300-6
☎ 57-6377

地元に美濃焼の価値を伝え、産地の未来を
見据えた活動にも力を注ぐ伊藤公一さん

ホームページ

会 員 訪 問

　下石町にある美濃文山窯は、1913年の創
業から受け継がれた技術を大切に守りなが
ら、新たに現代の暮らしに寄り添う器づくりに
取り組んでいます。現在4代目の伊藤公一さ
んは、釉薬やデザインの研究を重ね、「毎日の
食卓で自然と使いたくなる器」を追求し続け
ています。
　たたら成形をはじめとする伝統技法を大
切にしながら、圧力鋳込みなど現代の製造技
術を取り入れることで、手仕事の温もりと使
いやすさを兼ね備えた器を生み出していま
す。その中でも『蚊帳目（かやめ）シリーズ』は、2・3代目が手掛けていた
デザインを現代の暮らしに合わせて復刻したもので、繊細な格子模様が
光や角度によってさまざまな表情を見せ、人気シリーズとなっています。
　また、「地元の人が美濃焼の価値や魅力を再認識し、誇りに感じても

らいたい」という思いのもと、美濃焼の魅
力を伝える活動にも力を注がれていま
す。その一環として、紅陵高校で総合学
習の授業を担当し、下石の陶器祭りに参
加する機会を作るなど、若い
世代との交流を深めることで、
美濃焼産地全体の未来につ
なげています。離れの古民家を改装して作られた

「GALLERY  tuti」
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Instagram

Instagram Threads

第35回土岐商工会議所会員親睦ゴルフコンペを開催しま
す。競技方法・プレー代等詳細は同封チラシでご確認くだ
さい。お誘い合わせの上､多数ご参加ください。

〈開催日〉 10月28日（水）
〈場　所〉 クラウンカントリークラブ
〈参加費〉 4,000円

秋
恒
例 参加者募集

全員に
豪華賞品を用意
しています

ふるってご参加ください！

〜
40
万
円
未
満
の
資
産
は
取
得
時
に

　
　
　
　  

全
額
損
金
算
入
で
き
ま
す
〜

少
額
減
価
償
却
資
産
の
特
例

　

令
和
8
年
4
月
1
日
よ
り
、
中

小
企
業
者
等
の
少
額
減
価
償
却
資

産
の
特
例
の
取
得
価
額
基
準
が
、

30
万
円
未
満
か
ら
40
万
円
未
満
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

通
常
、
10
万
円
以
上
の
固
定
資

産
を
購
入
し
た
場
合
、
そ
の
全
額

を
そ
の
年
の
経
費
に
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。法
律
で
定
め
ら
れ

た「
耐
用
年
数
」に
基
づ
き
、
数
年

に
わ
た
っ
て
少
し
ず
つ
経
費
化
し

て
い
く「
減
価
償
却
」と
い
う
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

少
額
減
価
償
却
資
産
の
特
例
に

よ
り
、
中
小
企
業
者
等
が
40
万
円

未
満
の
減
価
償
却
資
産
を
取
得
し

た
場
合
、
1
年
に
つ
き
合
計

3
0
0
万
円
ま
で
を
限
度
に
、
即

時
償
却（
全
額
損
金
算
入
）す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
適
用
手
続
き

・
個
人
事
業
主

　

青
色
申
告
決
算
書
の
「
減
価
償

　

却
費
の
計
算
」の「
摘
要
」欄
に

　
「
措
法 

28 

の
２
」と
記
載

・
法
人

　

法
人
税
の
確
定
申
告
書
に
別
表

　

と
適
用
額
明
細
書
を
添
付

■
適
用
期
限

　

令
和
11
年
3
月
31
日

■
お
問
い
合
わ
せ

　

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

0
5
7
0
|
0
0
|
5
9
0
1

 　

消
費
税
の
特
例
措
置
に
つ
い
て

２
割
特
例
か
ら
３
割
特
例
へ
の
変

更
や
、
免
税
事
業
者
等
か
ら
の
課

税
仕
入
れ
に
係
る
仕
入
税
額
控
除

の
変
更
な
ど
が

ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

令
和
8
年
度
税
制
改
正
特
集

中小企業者
等のみ

全額損金算入
（即時償却）

３年間で均等償却
（残存価額なし）

全額損金算入
（即時償却）

40万円未満

20万円未満

10万円未満

全ての企業

取得価格 償却方法

事
業
の
未
来
を
拓
く
第
一
歩

事
業
の
未
来
を
拓
く
第
一
歩

  

事
業
承
継
対

事
業
承
継
対
策策
はは
お
早
め
に
！

お
早
め
に
！

事
業
の
未
来
を
拓
く
第
一
歩

 

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
！

　

地
域
の
事
業
者
の
皆
様
が
築
い

て
こ
ら
れ
た
大
切
な
事
業
や
技
術
、

そ
し
て
雇
用
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

た
め
、
事
業
承
継
対
策
セ
ミ
ナ
ー

や
個
別
相
談
会
を
毎
年
継
続
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
事
業
承
継
は
国
や
岐
阜

県
、
そ
し
て
土
岐
市
に
お
い
て
も

地
域
の
産
業
基
盤
を
維
持
す
る
た

め
の
非
常
に
重
要
な
最
優
先
課
題

の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ

れ
に
伴
い
、
当
会
議
所
の
中
小
企

業
相
談
窓
口
へ
寄
せ
ら
れ
る
事
業

承
継
に
関
す
る
ご
相
談
件
数
も
、

年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。

　

以
前
は
「
子
供
や
親
族
に
事
業

を
譲
り
た
い
」と
い
う
、親
族
内
承

継
に
関
す
る
ご
相
談
が
主
流
で
し

た
。し
か
し
最
近
で
は
、後
継
者
不

在
に
悩
む
事
業
者
様
か
ら
の
「
信

頼
で
き
る
従
業
員
や
役
員
に
引
き

継
ぎ
た
い
」
と
い
う
親
族
外
承
継

や
、「
第
三
者
へ
事
業
を
譲
渡
し
て

技
術
を
残
し
た
い
」
と
い
う

M
&
A（
事
業
譲
渡
・
株
式
譲
渡
）

に
関
す
る
ご
相
談
が
増
加
す
る
な

ど
、
承
継
の
形
態
や
悩
み
は
非
常

に
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

当
会
議
所
で
は
、
職
員
に
よ
る

初
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、「
岐
阜
県
事
業
承
継
・
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
は
じ
め
、地

元
の
金
融
機
関
や
専
門
家
な
ど
の

各
支
援
機
関
と
密
に
連
携
し
た
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

構
想
段
階
か
ら
実
際
の
承
継
完
了

に
至
る
ま
で
、事
業
者
の
皆
様
の

立
場
に
寄
り
添
っ
た
「
伴
走
型
支

援
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
承
継
は
、
経
営
状
況
の
整

理
や
後
継
者
の
育
成
、
自
社
株
の

評
価
、
法
的
な
手
続
き
な
ど
準
備

す
べ
き
事
項
が
多
岐
に
わ
た
り
、

他
の
一
般
的
な
経
営
課
題
と
比
べ

て
も
解
決
ま
で
に
長
い
時
間
を
要

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。先
送
り

せ
ず
、
早
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
事
業
の
未
来
を
守
る
カ
ギ

と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

工
業
用
L
P
ガ
ス
価
格
高
騰
対
策
支
援
金

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
の
負
担
軽
減
に
!!

　

土
岐
市
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
事

業
を
継
続
す
る
市
内
事
業
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
支
援
金
を

交
付
し
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

申
請
も
可
能
で
す
。詳
細
は
左
下

の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
対
象
事
業
者

・
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の

・
令
和
8
年
1
月
1
日
時
点
で
事

　

業
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
継

　

続
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
く
意

　

思
が
あ
る
こ
と

・
交
付
申
請
時
点
で
市
税
に
滞
納

　

が
な
い
こ
と

・
工
業
用
L
P
ガ
ス
を
事
業
活
動

　

の
用
に
供
し
、
そ
の
使
用
量
の

　

令
和
8
年
7
月
分
か
ら
9
月
分

　

ま
で
の
合
計
が
1
ト
ン
以
上
で

　

あ
る
こ
と

支
援
金
額

　

令
和
8
年
7
月
〜
9
月
分
の
3

か
月
分
の
工
業
用
L
P
ガ
ス
合
計

使
用
量
に
応
じ
た
区
分
の
金
額

申
請
期
限

　

11
月
30
日（
月
）

※
期
間
内
に
お
け
る
申
請
は
1
回

　

の
み

問
合
せ

　

土
岐
市
役
所

　

産
業
振
興
課　

商
工
係

　

☎
5
4
|
1
1
1
1

　
　

内
線
3
2
1

　
　
　
　

3
2
2

岐阜県からのお知らせ、
補助金やセミナー等の情報

岐阜県東濃県事務所

発信中！

土岐商工会議所活用術
No.11

　社員教育・人材採用は、事業の継続・拡大や人手確保のための非常に
重要な取り組みです。しかし、「自社で研修する機会がない」、「どのように
研修をしたらいいのかわからない」といったことが少なくありません。土岐
商工会議所では、毎年労務や人材育成
に関連するセミナーを実施しています。
今年度は、11月12日（木）に経営者及び
従業員、労務担当者向けに『社員能力
アップデートセミナー』を開催します。詳
しくは同封のチラシを確認ください。

『令和の時代にあった人材育成』
　㈱平和サービス（自動車整備業）

活用事例 　令和７年度労務対策セミナーに参加

　ゆとり世代・Z世代のような若手社員は
自分たちとは価値観や考え方が違います。
そういった世代とコミュニケーションを取
り、人材育成・定着に努め、魅力のある職
場作りをしていく必要があると考えていま
す。労務対策セミナーは毎年テーマが変わるので、新しい知識を学ぶ
ことができます。1日の研修は時間の確保が難しく、時間も長く感じます
が、ディスカッションやグループワークがあるので能動的に勉強するこ
とができ、知識が身についたと感じます。

令和7年度労務対策セミナーの
グループワーク中の様子

次世代を担う人材を育てる次世代を担う人材を育てる
労務対策セミナー労務対策セミナー
次世代を担う人材を育てる
労務対策セミナー
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ウッドライフ 株式会社
～自然素材を活かした地球とカラダにやさしい家づくり～

・STEICO〈木繊維断熱材〉 ・リボス〈自然健康塗料〉
・オガファーザー〈紙クロス〉 ・カルクウォール〈天然スイス漆喰〉

ホームページInstagram 土岐市下石町1725 -2  

ホームページ：www.woodlife519.com
Instagram：woodlife.toki 

TEL.0572-57-8700TEL.0572-57-8700

小規模事業者の皆様を支援します

無担保・無保証人の
マル経融資をご利用ください!!

小規模事業者経営改善資金（マル経）融資は安心して借りられる日本政策
金融公庫の制度資金で、商工会議所の推せんに基づいて融資されます。
融資限度額 返済期限利　　率 担保・保証人

2,000万円 運転資金10年以内
設備資金10年以内

年2.9%
(令和8年9月1日現在) 不要です

融資対象 従業員20人以下(商業・サービス業の場合は5人以下)
の法人、個人事業主の方

※利率等は情勢により変動することがあります。
※納税その他要件がありますので、詳細は商工会議所へおたずねください。

土岐商工会議所会員であれば無料で「会員企業サイト」へ掲載いただけますので、
お気軽にURLをご連絡ください。

日
商
簿
記
検
定
試
験
１
級
に
初
挑
戦
で
合
格

丹
羽
彩
賀
さ
ん

　

令
和
８
年
６
月
14
日
に
実
施
さ

れ
た
『
日
本
商
工
会
議
所
簿
記
検

定
試
験
１
級
』に
、丹
羽
彩
賀
さ
ん

が
見
事
初
挑
戦
で
合
格
さ
れ
ま
し

た
。日
商
簿
記
１
級
に
合
格
す
る

と
、
税
理
士
試
験
の
受
験
資
格
が

得
ら
れ
、公
認
会
計
士
、税
理
士
な

ど
の
国
家
試
験
の
登
竜
門
と
な
っ

て
い
ま
す
。今
回
は
全
国
で
９
８

０
６
名
が
受
験
し
、
合
格
者
は
２

０
７
６
名
、
合
格
率
は
21.
２
％
で

し
た
。

　

土
岐
商
業
高
校
在
学
中
に
、
初

回
受
験
で
３
級
と
２
級
に
合
格
。

卒
業
後
は
、
就
職
を
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
先
生
に
簿
記
の
勉
強
を

続
け
て
は
ど
う
か
と
勧
め
ら
れ
、

専
門
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。本

格
的
に
1
級
の
勉
強
を
は
じ
め
、

約
２
か
月
半
と
い
う
短
期
間
で
見

事
合
格
を
果
た
し
ま
し
た
。学
校

で
の
授
業
時
間
も
含
め
、
１
日
８

〜
９
時
間
勉
強
に
励
み
、
苦
手
な

と
こ
ろ
や
分
か
ら
な
い
部
分
は
徹

底
的
に
繰
り
返
し
学
習
し
、
基
礎

を
し
っ
か
り
身
に
付
け
る
こ
と
を

意
識
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
公
認
会
計
士
を
目
指
し

て
勉
強
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
努
力
を
力

に
変
え
、
さ
ら
な
る
目
標
へ
挑
戦

を
続
け
る
丹
羽
彩
賀
さ
ん
。今
後

の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　『とき☆キラリ賞』は、平成２１年度から土岐商工会議所が行っ
ている顕彰事業です。経済界の視点から、産業・文化・自然・歴史
など各分野で、心豊かに、快適で住みよい「土岐市」の街づくりに
功績のあった個人・法人ならびに団体を表彰しています。
　自薦・他薦は問わず随時候補者を募集していますので、下記表
彰の範囲に該当する方がございましたら、まずは商工会議所業務
課まで情報提供ください。活動内容・功績等を審査会で審査させ
ていただき、特に優秀な方（毎年最大２件）を表彰いたします。
　なお、被表彰者の方には、毎年１月に開催する表彰式にて、表彰
状、副賞として陶芸作品及び５万円を贈呈させていただきます。
※前回は『土岐手話サークル竹の子』と、『土岐市立泉中学校吹奏
　楽部』の２団体が受賞されました。

○商工業の振興や地域社会への貢献
○心和む活動や建物などを建設し、安らぎを与えた功績など

かがやく個人・法人・
団体等を募集しています！

第18回
とき★キラリ賞

表彰の範囲

日商簿記検定試験日程
試験日

11月15日（日） １級 8,800円
２級 5,500円
３級 3,300円

１月４日（月）
11月30日（月）

３月15日（月）

９月28日（月）～
　10月16日（金）

１月12日（火）～
　１月29日（金）

１級
２・３級

２・３級令和９年
２月28日（日）

申込期間 合格発表 受験料(税込)級
施行：土岐商工会議所

　簿記は、企業の経営活動を記録・計算・整理して、経営成
績と財政状態を明らかにする技能です。企業の活動を適切、
かつ正確に情報公開するとともに、経営管理能力を身につ
けるために、簿記は必須の知識です。簿記の知識を持って財
務諸表を見れば、企業活動を把握し、投資判断や事業・経
営の在り方を考えることができます。企業や教育機関から評
価の高い、日商簿記検定試験に挑戦してみませんか。
詳しくは日本商工会議所　簿記検定ホームページ
（https://www.kentei.ne.jp/）をご確認ください。

【お問合せ・お申し込み】　土岐商工会議所 検定係
ネット申込可。但し、別途手数料693円(税込)が必要となります。

　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中
小

企
業
倒
産
防
止
共
済
）は
、取
引
先

の
倒
産
が
原
因
で
、
経
営
悪
化
の

危
機
に
直
面
し
た
と
き
に
資
金
を

借
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。現
在
約
66
万
の
企
業
や
事
業

者
が
加
入
し
、
共
済
金
の
貸
付
け

実
績
は
、累
計
で
約
27
万
件
、約
1

兆
9,
0
0
0
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す（
令
和
7
年
3
月
末
現
在
）。

【
安
心
の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
無
担
保
・
無
保
証
人
で
、
掛
金

　
の
10
倍
ま
で
借
入
れ
可
能

　

共
済
金
貸
付
額
の
上
限
は
「
回

収
困
難
と
な
っ
た
売
掛
金
債
権
額

等
の
額
」か「
納
付
さ
れ
た
掛
金
総

額
の
10
倍
（
最
高
8
千
万
円
）」
の

い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
金
額
に
な

り
ま
す
。

②
取
引
先
が
倒
産
後
、
す
ぐ
に
借

　
入
れ
で
き
る

　

取
引
先
の
事
業
者
が
倒
産
し
、

売
掛
金
な
ど
の
回
収
が
困
難
に
な

っ
た
と
き
は
、
そ
の
事
業
者
と
の

取
引
の
確
認
が
済
み
次
第
、
す
ぐ

に
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
掛
金
の
税
制
優
遇
措
置
が
受
け

　
ら
れ
る

　

掛
金
月
額
は
5
千
円
〜
20
万
円

ま
で
自
由
に
選
べ
、
増
額
・
条
件

付
き
で
減
額
で
き
ま
す
。ま
た
、掛

金
は
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
（
個

人
事
業
主
の
場
合
）
に
算
入
で
き

る
の
で
、節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
令
和
6
年
10
月
1
日

　

以
降
に
共
済
契
約
を
解
約
し
、

　

再
度
共
済
契
約
を
締
結
（
再
加

　

入
）す
る
場
合
、そ
の
解
約
の
日

　

か
ら
２
年
を
経
過
す
る
日
ま
で

　

の
間
に
支
出
す
る
掛
金
に
つ
い

　

て
は
、
必
要
経
費
ま
た
は
損
金

　

の
額
に
算
入
で
き
ま
せ
ん
。

④ 

解
約
手
当
金
が
受
け
取
れ
る

　

共
済
契
約
を
解
約
さ
れ
た
場
合

は
、
解
約
手
当
金
を
受
け
取
れ
ま

す
。自
己
都
合
の
解
約
で
あ
っ
て

も
、
掛
金
を
12
ヵ
月
以
上
納
め
て

い
れ
ば
掛
金
総
額
の
8
割
以
上
が

戻
り
、
40
ヵ
月
以
上
納
め
て
い
れ

ば
掛
金
全
額
が
戻
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
指
導
課
ま
で
お
問

　

合
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
5
4
|
1
1
3
1

　

物
価
高
や
人
手
不
足
、
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
対
応
な
ど
、中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
が
直
面
す
る
経
営

課
題
が
複
雑
化
す
る
中
、
独
立
行

政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

が
運
営
す
る「
Ｊ
―
Ｎ
ｅ
ｔ
21
」が
、

情
報
収
集
ツ
ー
ル
と
し
て
着
目
さ

れ
て
い
ま
す
。国
や
自
治
体
の
支

援
策
、全
国
の
最
新
補
助
金
情
報
、

他
社
の
取
組
事
例
な
ど
を
網
羅
し
、

迅
速
な
経
営
判
断
と
課
題
解
決
を

後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
ト
の
核
と
な
る
の
が
、
毎

日
情
報
が
更
新
さ
れ
る
「
支
援
情

報
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
」。国
や
都
道
府

県
、
支
援
機
関
が
実
施
す
る
補
助

金
・
助
成
金
や
セ
ミ
ナ
ー
情
報
を

一
括
し
て
整
理
・
掲
載
し
て
い
ま

す
。地
域
や
目
的
別
に
細
か
く
絞

り
込
め
る
た
め
、
活
用
で
き
る
制

度
を
効
率
的
に
見
つ
け
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、資
金
繰
り
や
事
業
承
継
、

人
手
不
足
と
い
っ
た
課
題
に
応
じ

た
「
ビ
ジ
ネ
ス
Ｑ
＆
Ａ
」
の
ほ
か
、

３
０
０
件
以
上
の
「
業
種
別
開
業

ガ
イ
ド
」な
ど
、相
談
対
応
に
直
接

役
立
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て

い
ま
す
。厳
し
い
環
境
下
で
成
果

を
上
げ
る
全
国
の
事
例
も
多
数
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
経
営
革
新
や
新

事
業
展
開
を
模
索
す
る
事
業
者
へ

具
体
的
な
ヒ
ン
ト
も
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。会
員
登
録
不
要
で
無
料

で
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。経
営
課

題
の
解
決
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

は
、
地
域
の
雇
用
や
産
業
を
支
え

る
小
規
模
事
業
者
等
の
生
産
性
向

上
と
持
続
的
発
展
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。販

路
開
拓
等
の
取
組
や
、
取
組
と
併

せ
て
行
う
業
務
効
率
化
（
生
産
性

向
上
）の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、

そ
れ
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
も
の
で
す
。

【
補
助
上
限
額
】

　

50
万
円

※
イ
ン
ボ
イ
ス
特
例
事
業
者
は
50

　

万
円
の
上
乗
せ
、
賃
金
引
上
げ

　

特
例
対
象
事
業
者
は
1
5
0
万

　

円
の
上
乗
せ
、
両
特
例
対
象
事

　

業
者
は
2
0
0
万
円
の
上
乗
せ

【
補
助
率
】

　

2
/
3
（
賃
金
引
上
げ
特
例
の

　

う
ち
赤
字
事
業
者
は
3
/
4
）

【
締　
切
】　

　

12
月
15
日（
火
）17
時

　

事
業
支
援
計
画
書（
様
式
4
）発

　

行
の
受
付
締
切
12
月
4
日（
金
）

※
申
請
に
は
G
ビ
ズ
I
D
プ
ラ
イ

　

ム
の
取
得
が
必
要
で
す
。

販
路
開
拓
や
業
務
効
率
化
に
使
え
る

持
続
化
補
助
金

の
と
き
に
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

経
営
セ
ー
フ
ティ
共
済

も
し
も

補
助
金・事
例
を
網
羅

J
︱
Ne
t
21

「公認会計士になる夢を実現し
たい」と抱負を語る丹羽彩賀さん

写真、破損の可能性あり
要注意！！
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期待をカタチに変えていく。

代表取締役社長 鈴 木  達 也
本社 〒509-5401 土岐市駄知町 2321-2
TEL (0572)-59-1234   FAX (0572)-59-2033
 http://www.takasago-inc.co.jp

チラシ折込サービスを利用しませんか？
「商工会議所ニュース」に貴社のチラシを同封し、
市内会員事業所及び官公庁・近隣商工会議所へ
新製品・サービスが紹介できます。
発行部数：約1,700枚
料　　金：A4サイズ1枚  20,000円(税込)/回　
発  行  月：年６回（1月・3月・5月・7月・9月・11月）

会員優待サービスは従業員の方もご利用いただけます。下記の優待券・クーポンコードは会議所窓口でお渡しします。
○イオンシネマ　○ナガシマスパーランド　○アクア・トトぎふ　○ラグーナテンボス

音楽×インテリア×飲食
オーナーの「好き」が詰まったカフェ

Secret Time Café
臼井  丈史
土岐市土岐津町土岐口1888
☎ 26-8578

青を基調としたお店。入り口には
アンティーク雑貨が飾られています。

Instagram

会 員 訪 問

　土岐津小学校近くにあるSecret Time Café
は、音楽活動をしていた臼井丈史さんが、自身
の好きな「音楽・インテリア・飲食」を組み合わ
せて2013年にオープンしたお店です。店内は
臼井さんのこだわりが散りばめられており、ア
ンティーク雑貨やレコードの販売もしていま
す。また、レトロゲームを設置した席では遊び
ながら食事をすることができ、どこか懐かしさ
を感じる雰囲気が魅力です。
　人気の月替わりランチでは、季節の食材を
使ったパスタやカレーなどの料理を提供。夜の営業では、100種類を超え
るドリンクとともに、焼き魚や浜焼きなどのメニューも充実しており、気軽に
お酒や食事を楽しめる場となっています。

　今後はイベント出店にも積極的に取り組み、
地域に親しまれるお店づくりを目指しています。
「気軽な気持ちで集まって楽しめる、地域の
方々の憩いの場所になりたい」と話す臼井さん
の、こだわりと好きが詰まったお店にぜひ足を
運んでみてください。

US産 牛肩ロースのがっつり
ビーフステーーキ！（1,830円税込）

炎
の
祭
典  

第
68
回
土
岐
市
織
部
ま
つ
り

皆
様
の
多
大
な
ご
支
援
・
ご
協
力

　
　
　  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

８
月
２
日
の
『
炎
の
祭
典　

第

68
回
土
岐
市
織
部
ま
つ
り
』
開
催

に
あ
た
り
ま
し
て
、
準
備
か
ら
当

日
の
運
営
ま
で
、
多
く
の
皆
様
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

近
年
は
物
価
・
人
件
費
等
の
高

騰
や
、
警
備
体
制
の
見
直
し
に
伴

う
経
費
の
大
幅
な
増
加
に
よ
り
、

荒
天
時
の
予
備
日
を
設
け
な
い
計

画
で
の
開
催
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、３
０
６
件
の「
企

業
協
賛
金
」を
賜
り
、多
大
な
ご
支

援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
日
は
急
な
悪
天
候
の
為
、
安

全
確
保
を
最
優
先
と
し
た
結
果
、

『
大
花
火
大
会
』
並
び
に
『
ス
カ
イ

ラ
ン
タ
ン
打
上
げ
』
は
残
念
な
が

ら
直
前
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

『
子
ど
も
大
ビ
ン
ゴ
大
会
』、『
と
き

め
も
２
０
２
６（
午
前
）』、『
あ
の

土
岐
こ
の
土
岐
陶
器
O
N
D
O
フ

ェ
ス
』
に
は
多
く
の
方
が
ご
参
加

い
た
だ
き
、
盛
大
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
織
部
ま
つ
り
の
翌
日
は
、

早
朝
か
ら
近
隣
の
方
々
を
は
じ
め
、

大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
会
場
周
辺
の

ご
み
拾
い
や
分
別
の
ご
協
力
を
し

て
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

来
年
も
皆
さ
ま
に
、
一
層
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
主
催
者

一
同
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
今
回
、
打
ち
上
げ
ら
れ
な
か
っ

た
花
火
は
、
再
利
用
不
可
能
と
な

り
、
花
火
業
者
に
よ
っ
て
適
正
に

処
分
さ
れ
ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
団
体
】

・
土
岐
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
岐
阜
県
立
土
岐
商
業
高
等
学
校

　
  （

受
付
団
体
の
み
順
不
同
・
敬
称
略
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
会
議
所
（
全
期
・
後
期
分
）
会
費
を
ご
指
定
の
金
融

機
関
よ
り
10
月
13
日
（
火
）
に
振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
書
に
て
お
振
込
み
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

会
員
様
に
は
、
10
月
上
旬
に
納
付
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
納
入
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

口
座
引
き
落
し
を
ご
希
望
の
事
業

所
は「
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
」を
お

届
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。営業時間営業時間

    
定休日定休日

水・木水・木 11:30～14:30 11:30～14:30／／18:30～22:3018:30～22:30
金・土・祝前日 11:30～14:30金・土・祝前日 11:30～14:30／／18:30～23:0018:30～23:00
日・祝日日・祝日  11:30～17:0011:30～17:00
月曜・火曜日月曜・火曜日

税
制
優
遇
や
補
助
金
加
点
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
！

労
働
施
策
総
合
推
進
法
改
正

労
働
施
策
総
合
推
進
法
改
正

労
働
施
策
総
合
推
進
法
改
正

　

近
年
、
日
本
各
地
で
大
規
模
な

自
然
災
害
が
相
次
い
で
発
生
し
て

お
り
、
企
業
の
防
災
・
減
災
対
策

は
一
刻
を
争
う
経
営
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。昨
年
に
は
地
震
調
査

委
員
会
が
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

の
発
生
確
率
を
引
き
上
げ
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
時
、
土
岐
市

で
は
６
弱
の
揺
れ
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、豪
雨
や
台
風
と
い

っ
た
自
然
災
害
に
と
ど
ま
ら
ず
、

感
染
症
の
蔓
延
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃

な
ど
、
事
業
の
継
続
を
脅
か
す
リ

ス
ク
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
予
期
せ
ぬ
リ
ス
ク
か

ら
、大
切
な
従
業
員
の
命
、そ
し
て

こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
事
業

や
設
備
を
守
る
た
め
の
第
一
歩
と

な
る
の
が
「
事
業
継
続
力
強
化
計

画
」で
す
。

　

本
制
度
は
、
中
小
企
業
が
自
社

の
災
害
リ
ス
ク
等
を
正
し
く
認
識

し
、
防
災
・
減
災
に
向
け
た
事
前

の
取
り
組
み
や
将
来
的
な
対
策
内

容
を
策
定
す
る
国
の
認
定
制
度
で

す
。計
画
の
作
成
を
通
じ
て
自
社

の
弱
点
や
必
要
な
備
え
が
明
確
に

な
る
だ
け
で
な
く
、国
の
認
定
を

受
け
る
こ
と
で
、
税
制
優
遇
や
金

融
支
援
、
補
助
金
優
遇
を
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
会
議
所
で
は
、
自
然
災
害
の

発
生
時
に
も
事
業
を
継
続
で
き
る

力
を
強
化
す
る
た
め
、
事
前
対
策

の
重
要
性
や
具
体
的
な
方
法
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
専
門
家
派
遣
に

よ
る
計
画
の
策
定
の
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。強
靭
化
支
援
の
情

報
の
他
、自
然
災
害
や
感
染
症
、サ

イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
事
前
対
策
に
役

立
つ
情
報
や
、
す
で
に
取
り
組
ん

で
い
る
事
業
者
の
事
例
等
の
情
報

は
中
小
企
業
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

全
２
日
間
を
通
し
て
、
制
度
概

要
や
策
定
手
順
、
土
岐
市
で
起
こ

り
う
る
災
害
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
使
い
な
が
ら
学
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。

【
開
催
日
】　
11
月
11
日（
水
）　
　

　
　
　
　
　
11
月
18
日（
水
）

【
時
　
間
】　
13
時
半
〜
16
時
半

※
セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
て
、
個
別
相

　

談
会
も
予
定
し
て
お
り
、
講
師

　

か
ら
事
業
継
続
力
強
化
計
画
の

　

承
認
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

　

頂
け
ま
す
。

【
講
　
師
】　
㈲
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ポ      

　
　
　
　
　
ー
ト 

エ
ム

　
　
　
　
　
御
田
村
　
瑞
恵
　
氏

【
受
講
料
】　
無
料

※
詳
細
・
お
申
込
み
は
同
封
の
チ

　

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

令
和
８
年
10
月
１
日
の
改
正
法

施
行
に
よ
り
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
が
、
す
べ
て
の
事

業
者
で
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

カ
ス
ハ
ラ
と
は
、
顧
客
や
取
引

先
な
ど
に
よ
る
社
会
通
念
上
相
当

な
範
囲
を
超
え
た
言
動
に
よ
り
、

従
業
員
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る

行
為
を
示
し
ま
す
。対
策
を
怠
る

と
、
行
政
指
導
や
企
業
名
公
表
な

ど
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、適
切
な
措
置
が
必
要
で
す
。

【
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
】

①
基
本
方
針
の
策
定
・
周
知

　

カ
ス
ハ
ラ
を
許
さ
な
い
基
本
方

　

針
を
策
定
・
明
確
化
し
、
労
働

　

者
に
周
知
・
啓
発
す
る
。

②
相
談
体
制
の
整
備

　

相
談
窓
口
・
担
当
者
を
設
置
し
、

　

適
切
な
相
談
対
応
を
行
う
。

③
事
後
の
迅
速
・
適
切
な
対
応

　

事
実
関
係
を
迅
速
か
つ
正
確
に

　

確
認
し
、
被
害
者
に
対
す
る
配

　

慮
を
行
う
と
と
も
に
、
再
発
防

　

止
に
向
け
た
対
策
を
行
う
。

④
カ
ス
ハ
ラ
を
抑
止
す
る
対
策

　

特
に
悪
質
と
考
え
ら
れ
る
、
カ

　

ス
ハ
ラ
へ
の
対
処
方
針
を
あ
ら

　

か
じ
め
定
め
て
周
知
し
、
必
要

　

に
応
じ
て
警
察
や
弁
護
士
な
ど

　

外
部
機
関
と
連
携
す
る
な
ど
、

　
実
効
性
の
あ
る
体
制
を
構
築
す
る
。

　

詳
し
く
は
厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
！
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